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第
七
日(

６
月
７
日)

石
山
寺
か
ら
三
井
寺
へ 

五
年
宮
本
信
三 

 
 
 
 
 
 
 

 
｢

…
…
。
早
速
石
山
寺
(注 1)

に
参
拝
す
る
。
磊
々

【
ら
い
ら
い 

多
く
の
石
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
さ
ま
】た
る

巌
石
の
上
に
、
栄
【
は
え
】
あ
る
古
刹
に
し
て
、

真
言
宗
に
属
し
、
良
弁
僧
正
(注 2)

の
開
基
、
本
堂

に
は
、
本
尊
如
意
輪
観
音
を
安
置
し
、
源
氏
の

間
に
は
紫
式
部
の
遺
物
が
陳
列
さ
れ
て
あ
る
。

拝
殿
は
寛
弘
年
中
藤
原
道
長
の
建
築
に
し
て
、

月
見
亭
は
後
白
河
法
皇
の
御
幸
し
た
ま
ひ
し

時
、
始
【
初
】
め
て
建
営
し
た
る
も
の
に
し
て
、

明
治
十
一
【
1878

】
年
、
明
治
天
皇
の
臨
幸
【
り
ん

こ
う 

天
皇
が
行
幸
し
て
そ
の
場
に
臨
む
こ
と
】
あ
ら
せ
ら

れ
た
る
所
。
湖
山
の
風
光
絶
佳
に
し
て
、
観
月
、

蛍
狩
に
名
高
い
。
午
後
三
時
四
十
五
分
石
山
を

発
し
、
三
井
寺
に
向
ふ
。
風
は
激
し
く
、
波
高

く
、
相
当
の
動
揺
を
見
た
。
三
井
寺
に
着
し
、

た
ゞ
ち
に
参
拝
す
。
天
台
宗
寺
門
派
の
本
山
に

し
て
園
上
寺
【｢
園
城
寺｣

の
誤
り
】
と
い
ふ
。
古
鐘

楼
中
に
弁
慶
の
引
摺
鐘
(注 3)

あ
り
。
之
を
見
学
す
。

説
明
の
爺
さ
ん
の
不
親
切
又
甚
だ
し
く
曰
く

『
之
は
弁
慶
が
戦
つ
て
取
つ
て
来
た
の
さ
。
痕

が
あ
ら
う
。
見
た
い
も
の
は
写
真
が
あ
ら
。
説

明
つ
て
、
こ
れ
だ
け
の
事
さ
。』
然
も
見
学
料

は
一
人
金
五
銭
也
だ
。
更
に
境
内
南
端
の
観
音

堂
に
向
ふ
。
観
音
堂
は
三
井
寺
観
音
と
云
ひ
堂

前
は
眺
望
絶
佳
に
し
て
、
琵
琶
湖
の
全
景
一
眸

の
中
に
集
る
。
砂
利
の
敷
き
つ
め
た
路
を
十
町

許
【
ば
か
り
】
行
軍
す
。
疲
れ
切
つ
た
足
を
引
摺

つ
て
、
大
津
駅
前
の
萩
の
屋
に
着
い
た
の
は
五

時
半
だ
つ
た
。
大
津
と
云
へ
ば
、
あ
の
大
津
事

件
(注 4)

で
有
名
な
処
だ
。
夕
食
を
と
り
、
入
浴
し

て
も
ま
だ
発
車
時
刻
ま
で
は
充
分
余
裕
が
あ

つ
た
の
で
銘
々
最
後
の
散
策
を
試
み
る
。
八
時

廿
二
分
発
の
汽
車
(注 5)

に
乗
つ
て
、
愈
々
帰
校
の

第
一
歩
を
踏
む
。
満
員
な
の
で
腰
を
下
す
席
も

な
い
。
汽
車
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
乗
客
も
へ

る
。
漸
く
空
席
が
出
来
て
、
疲
れ
切
つ
た
尻
を

ど
つ
か
り
下
す
気
持
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。
う

つ
ら

〱
と
眠
る
と
も
な
く
眠
り
、
覚
む
る
と

も
な
く
目
覚
め
た
。
誰
も
安
ら
か
な
夢
に
耽
つ

て
居
る
。
寝
つ
か
れ
ぬ
ま
ゝ
に
軽
く
目
を
閉
ぢ

た
時
、
訪
れ
た
の
は
睡
眠
で
は
な
く
、
旅
の
思

ひ
出
の
数
々
だ
つ
た
。
異
国
の
月
に
大
和
を
思

ふ
て
泣
い
た
古
人
の
愛
し
た
奈
良
は
若
々
し

い
血
潮
の
燃
え
た
都
で
あ
つ
た
。
優
美
な
歴
史

と
、
古
雅
な
芸
術
と
に
依
つ
て
保
つ
て
行
か
れ

る
奈
良
は
、
昔
な
が
ら
の
空
気
を
吸
つ
て
、
天

平
の
夢
を
貪
り
な
が
ら
、
静
寂
に
眠
り
、
軈
て

【
や
が
て
】
滅
び
行
く
美
し
さ
を
歌
ふ
都
で
あ
る
。 

 

大
自
然
の
美
し
さ
に
、
優
美
な
壮
烈
な
悲
哀

な
歴
史
を
兼
ね
た
る
土
地
。
あ
の
山
里
の
静
寂

の
中
に
、
人
の
心
を
動
か
し
て
哀
情
を
そ
ゝ
る

も
の
は
、
あ
の
吉
野
の
山
の
一
木
一
草
に
織
り

な
さ
れ
て
居
る
南
朝
五
十
有
余
年
間
に
ま
つ

は
る
美
し
く
も
又
悲
し
い
歴
史
で
あ
る
。
如
何

に
乱
世
に
ま
し
ま
し
た
帝
と
は
云
へ
一
天
万

乗
の
帝
の
御
身
を
以
て
、
逆
臣
に
千
歳
の
御
恨

深
く
、
御
悲
憤
の
御
有
様
、
英
邁
【
え
い
ま
い
】

の
御
一
生
を
朽
ち
さ
せ
給
ひ
し
後
醍
醐
帝
。 

 

出
発
す
る
ま
で
は
、
唯
希
望
に
満
ち
溢
れ
て

居
た
が
、
家
を
離
れ
、
故
郷
を
離
れ
て
幾
日
か

た
つ
と
、
楽
し
い
希
望
は
淡
い
旅
愁
に
変
り
果

て
、
父
母
を
懐
か
し
む
心
に
な
つ
て
行
く
。｣ 

 

(注 1)

石
山
寺 

 

 
山
号
は
石
光
山
。
西
国
三
十
三
観
音
第
十
三
番
札
所
。

本
堂
は
国
の
天
然
記
念
物
の
珪
灰
石(｢

石
山
寺
硅
灰

石｣)
と
い
う
巨
大
な
岩
盤
の
上
に
建
ち
、
こ
れ
が
寺
名
の

由
来
と
も
な
っ
て
い
る
『
蜻
蛉
日
記
』
『
更
級
日
記
』
『
枕
草

子
』
な
ど
の
文
学
作
品
に
も
登
場
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
作

者
紫
式
部
は
、
石
山
寺
参
篭
の
折
に
物
語
の
着
想
を
得

た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。｢

近
江
八
景｣

の
１
つ｢

石
山
秋

月｣

で
も
知
ら
れ
る
。 

 

(注 2)

良
弁(

ろ
う
べ
ん)

僧
正 

 

689

【
朱
鳥
４
】
年
～
773

【
宝
亀
４
】
年
。
奈
良
時
代
の
華

厳･

法
相
の
僧
。
聖
武
天
皇
の
東
大
寺
建
立
に
協
力
し
、

初
代
別
当
と
な
り
、
764

［
天
平
宝
字
８
］
年
に
僧
正
に
な
っ

た
。 

 

(注 3)

弁
慶
の
引
摺
鐘 

(

ひ
き
ず
り
が
ね) 

 
｢

三
井
の
晩
鐘｣

の
梵
鐘
と
は
別
の
梵
鐘
で
、
無
銘
だ
が
、

奈
良
時
代
に
ま
で
遡
る
、
日
本
で
も
有
数
の
古
鐘
で
あ

る
。
伝
承
で
は
、
俵
藤
太(

藤
原
秀
郷)

が
、
ム
カ
デ
退
治

の
お
礼
に
、
琵
琶
湖
の
竜
神
か
ら
授
か
っ
た
鐘
だ
と
言
わ

れ
、
そ
の
後
、
比
叡
山
と
園
城
寺
の
争
い
に
際
し
、
弁
慶

が
奪
っ
て
比
叡
山
に
引
き
摺
り
上
げ
た
が
、
鐘
が｢

イ
ノ

ー｣(｢

帰
り
た
い
よ
う｣

の
意)

と
鳴
った
の
で
、
弁
慶
が
怒
っ

て
谷
底
へ
捨
て
た
と
い
う
。
鐘
の
表
面
に
見
ら
れ
る
擦
り

傷
や
ひ
び
は
そ
の
時
の
も
の
と
称
す
る
。
歴
史
的
に
は
、
こ

の
鐘
は
、
1264

［文
永
元
］年
の
比
叡
山
に
よ
る
園
城
寺
焼
き

討
ち
の
際
に
強
奪
さ
れ
、
後
に
返
還
さ
れ
た
と
い
う
の
が

史
実
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

(注 4)

大
津
事
件 

 

1891

［
明
治
24

］
年
、
訪
日
し
た
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ

(

後
の
ニ
コ
ラ
イ
２
世)

が
、
大
津
市
で
警
備
中
の
巡
査
津

田
三
蔵
に
斬
り
付
け
ら
れ
た
事
件
。
日
露
関
係
悪
化
を

恐
れ
た
政
府
は
、
大
逆
罪
の
適
用
に
よ
る
死
刑
判
決
を

強
要
し
た
が
、
大
審
院
長
児
島
惟
謙
は
そ
れ
を
退
け
、

普
通
謀
殺
未
遂
罪
で
無
期
徒
刑
と
し
、
司
法
権
の
独
立

を
守
った
。 

 

(注 5)

八
時
廿
二
分
発
の
汽
車 

 

当
時
は
、
長
距
離
の
普
通
夜
行
列
車
が
多
数
設
定
さ

れ
て
い
た
。
土
中
生
が
乗
っ
た
列
車(

東
京
行)

は
、
京
阪

神
間
で
は
、
通
勤
通
学
帰
り
の
列
車
と
な
っ
て
い
て
、
混

雑
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

第
八
日(

６
月
８
日)

帰
郷 

五
年 

宮
本
信
三 

 

 
｢

汽
車
が
静
岡
に
着
く
と
共
に
、
ほ
の
ぼ
の

と
夜
は
明
け
初
め
【
そ
め
】
た
。
誰
も
ま
だ
深

い
眠
り
に
護
ら
れ
て
居
る
。
暫
く
し
て
田
子
の

浦
を
通
る
。
此
処
彼
処
に
漁
船
が
見
え
る
。
波

は
立
た
ず
鏡
の
様
だ
。
浜
辺
に
は
大
漁
と
見
え

て
大
勢
の
人
が
漁
船
を
囲
ん
で
居
る
。
す
ば
ら

し
い
眺
め
だ
。
突
然｢

富
士
々
々｣

と
頓
狂
な
友

の
声
、
見
れ
ば
、
我
が
東
邦
【｢

同
胞｣

の
誤
植
か
】

の
瞳
【
ど
う 

無
心
に
見
詰
め
る
さ
ま
】、
霊
湖
琵
琶
と

共
に
、
我
が
山
水
の
美
の
双
璧
で
あ
り
、
且
世
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界
の
礼
讃
の
的
に
な
つ
て
ゐ
る
秀
麗
富
士
だ
。

群
仙
肩
を
駢
べ
て
其
の
半
身
を
露
す
が
如
く
、

且
楽
を
奏
し
て
至
る
が
如
し
で
あ
る
。
沿
線
は

葡
萄
茶
園
で
一
杯
で
あ
る
。
誰
も
沈
々
黙
々
と

し
て
居
る
。
時
折
思
ひ
つ
い
た
か
の
様
に
、『
情

な
か
つ
た
な
あ
。
こ
れ
が
四
年
間
待
ち
に
待
つ

て
居
た
旅
行
だ
つ
た
ん
だ
か
ら
な
あ
。
』
等
と

不
平
を
こ
ぼ
す
人
が
あ
れ
ば
、
『
不
平
を
云
ふ

な
。』
な
ど
ゝ
す
ま
し
込
ん
で
ゐ
る
人
も
あ
る
。

が
誰
し
も
八
日
に
亘
る
旅
行
の
疲
労
の
底
に
、

言
ひ
知
れ
ぬ
強
い
力
が
窺
ひ
知
ら
れ
た
。
満
足

に
輝
く
瞳
は
光
つ
て
ゐ
る
。
御
殿
場
に
近
づ
く

(注 6)

に
つ
れ
て
富
士
は
大
き
く
な
る
。
大
き
く
な

る
と
云
つ
て
も
筑
波
山
位
し
か
見
え
な
い
。
こ

れ
が
日
本
一
の
富
士
山
か
と
思
へ
ば
情
な
く

も
な
る
の
で
、
帰
る
ま
で
に
は
何
と
か
大
き
く

見
た
い
も
の
だ
と
思
つ
て
も
、
昨
夜
眠
れ
な
か

つ
た
為
か
、
更
に
小
さ
く
見
え
て
も
、
大
き
く

は
見
え
な
い
。
が
頂
上
は
雪
で
一
杯
だ
。
直
立

万
仞
遠
く
九
天
【
き
ゅ
う
て
ん 

高
い
天
。
天
上
。
大
空
】

に
聳
ゆ
る
富
士
の
秀
麗
に
護
ら
れ
な
が
ら
我

等
が
汽
車
は
走
る
。
楽
し
い
印
象
深
き
関
西
を

後
に
懐
か
し
い
故
郷
へ
と
…
…
。 

 

汽
車
は
東
京
駅
に
着
い
た
。
早
速
上
野
駅
に

向
ひ
、
駅
前
に
て
一
時
間
半
の
自
由
行
動
を
許

さ
れ
た
。
こ
れ
は
我
等
が
旅
行
の
最
後
の
享
楽

で
あ
る
。
午
後
零
時
卅
五
分
発
の
汽
車
で
上
野

を
立
つ
た
。
常
磐
線
に
乗
つ
た
時
は
、
最
早
懐

か
し
い
故
郷
に
着
い
た
様
な
気
が
し
て
仕
方

な
か
つ
た
。
誰
も
歓
喜
に
満
ち
て
ゐ
る
。
話
に

花
が
咲
く
。
征
服
者
を
乗
せ
た
汽
車
は
早
や
土

浦
に
着
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
数
人
の
友
と
共

に
、【
筑
波
鉄
道
】
筑
波
線
に
乗
り
か
へ
て
了
つ
た

か
ら
、
土
浦
駅
頭
に
て
如
何
な
る
光
景
を
呈
し

た
か
は
知
ら
な
い
が
、【
塚
田
節
】
校
長
先
生
を

始
め
と
し
諸
先
生
、
監
督
【
引
率
】
先
生
、
生
徒

間
に
は
底
知
れ
ぬ
、
力
強
き
歓
喜
の
叫
び
が
取

り
交
は
さ
れ
た
に
違
ひ
な
い
。
御
苦
労
で
あ
つ

た
。
の
校
長
先
生
の
言
葉
は
疲
れ
切
つ
た
生
徒

を
甦
ら
せ
弟
子
を
思
ふ
師
の
心
情
を
深
く

〱

胸
奥
に
銘
記
し
た
こ
と
ゝ
思
ふ
。
安
ら
け
く
、

平
ら
け
く
、
黙
々
の
中
に
願
つ
た
希
望
は
達
せ

ら
れ
た
。
四
年
間
、
一
日
千
秋
の
思
ひ
し
て
待

ち
に
待
つ
た
我
等
が
旅
行
は
恙
な
く
終
へ
た

の
で
あ
る
。 

 

嗚
呼
、
思
へ
ば
短
く
し
て
長
き
旅
で
あ
つ

た
。｣ 

 

旅
も
最
終
日
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
旅
愁

に
浸
っ
て
い
た
よ
う
で
、
松
井
は｢

旅
行
記
余

聞｣

に 

 
｢

…
…
。
そ
の
豪
傑
宮
本
君
で
さ
え
、
最
終

日
と
も
な
る
と
『
出
発
す
る
ま
で
は
、
唯
希
望

に
満
ち
溢
れ
て
い
た
が
、
家
を
離
れ
、
故
郷
を

離
れ
て
幾
日
か
た
つ
と
、
楽
し
い
希
望
は
淡
い

旅
愁
に
変
わ
り
果
て
、
父
母
を
懐
か
し
む
心
に

な
っ
て
行
く
。
』
と
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ

て
本
音
を
吐
い
て
い
る
。｣ 

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
ら
の
思
い
で

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

７
泊
８
日
、
伊
勢
、
奈
良
、
大
阪
、
京
都
と

巡
っ
た
旅
は
、
永
山
正
先
生
が
、｢

教
師
の
苦

労
は
大
変
な
も
の
で
、
旅
行
に
行
っ
て
く
る
と

一
貫
目
【
3.75

㎏
】
は
や
せ
る
と
い
わ
れ
る
程
で
あ
っ

た
。｣

(

『
進
修
百
年
』
：｢

追
憶｣

)

と
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
引
率
の
先
生
方
に
と
っ
て
は
並

大
抵
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が(
こ

れ
が
戦
後
、
土
浦
一
高
に
修
学
旅
行
が
復
活
し

な
か
っ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す)

、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
一
生
の
思
い

出
と
な
り
ま
し
た(

先
生
方
に
と
っ
て
も
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん)

。 
 

 

松
井
は｢

旅
行
記
余
聞｣

を
次
の
よ
う
に
結

ん
で
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
。
水
盃
【
み
ず
さ
か
ず
き 

酒
で
は
な
く
、

水
を
互
い
に
入
れ
合
っ
て
飲
む
別
れ
の
杯
。
再
会
を

予
期
で
き
な
い
時
な
ど
に
す
る
】
と
ま
で
は
行
か

な
い
ま
で
も
、
京
、
大
阪
方
面
へ
長
旅
に
出
る

と
い
う
の
で
、
親
戚
や
近
所
の
人
か
ら
餞
別
ま

で
貰
っ
て
出
発
し
た
七
泊(

う
ち
２
泊
は
車
中)

八
日
の
関
西
旅
行
は
終
末
に
近
づ
い
て
い
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
想
い
出
を
残
し
て
、
帰
郷
列
車
は

白
煙
を
引
き
な
が
ら
驀
進
し
て
行
く
の
だ
が
、

偶
然
に
も
例
の
旭
川
女
学
校
の
生
徒
た
ち
と

い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
。
雪
国
の
美
女
た
ち
の
、

あ
の
垢
抜
け
た
制
服
と
ぬ
け
る
よ
う
に
白
い

肌
。
そ
れ
は
、
紅
顔
の
少
年
た
ち
の
旅
の
感
傷

と
相
ま
っ
て
、
永
く
忘
れ
ら
れ
な
い
強
烈
な
印

象
で
あ
っ
た
。｣

と
。 

 

(注 6)

御
殿
場
に
近
づ
く 

 

東
海
道
本
線
は
、
1934

［
昭
和
９
］
年
）
に
丹
那
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
、
国
府
津
＝
沼
津
間
の
現
在
の
ル
ー
ト
が
完

成
す
る
ま
で
は
、
御
殿
場
回
り
で
あ
った
。 

 

関
西
旅
行
の
閉
幕 

 

土
浦
中
学
の
修
学
旅
行
は
、
翌
1931

年
か
ら
は

５
泊
６
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
1937

年
に
は
６
泊
７
日
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
１
日
目
に
鎌
倉
・
横
須
賀

の
見
学
が
、
最
終
日
に
静
岡
・
清
水
の
見
学
が

組
み
込
ま
れ
た
た
め
で
す
。
1938

年
に
は
、
時
局

に
鑑
み
、｢

県
外
修
学
旅
行
禁
止
通
達｣

が
出
さ

れ
た
た
め
、
取
り
止
め
と
な
り
ま
し
た
が
、

1939

・
1940

年
に
は
、
日
中
戦
争
の
非
常
時
下
、
４

泊
５
日
の
日
程
で
、
主
に
皇
室
関
係
の
史
蹟
を

駆
け
足
で
巡
っ
て
い
ま
す
。
関
西
へ
の
行
き
帰

り
は
、
東
海
道
本
線
の
夜
行
列
車
を
利
用
し
て

お
り
、
現
代
の
弾
丸
ツ
ア
ー
並
み
の
強
行
日
程

で
す
。
1940

年
の
４
泊
５
日
は
２
泊
が
車
中
泊
、

外
米
の
昼
食
や
麦
飯
の
汽
車
弁
な
ど
か
ら
は
、

非
常
時
下
で
の
旅
の
様
子
が
窺
え
ま
す
。
1941

年

は
、
時
局
切
迫
の
た
め
か
、
２
泊
３
日
で
の｢

香

取
・
鹿
島
方
面
剛
健
自
転
車
旅
行｣

と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
翌
1942

年
に
は
、
戦
意
高
揚

の
企
図
も
あ
っ
た
の
か
、｢

聖
地
巡
拝
旅
行｣

と
し
て
、
最
後
の
関
西
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 し

か
し
、 

 
｢

…
…
、
宇
治
山
田
へ
着
く
。
汽
車
か
ら
降

り
十
時
間
振
り
に
大
地
を
踏
み
し
め
る
。
駅
前

の
旅
館
に
米
を
預
け
る
果
た
し
て
こ
の
米
の

何
パ
ー
セ
ン
ト
が
俺
達
の
口
へ
入
る
か
等
と

考
へ
な
が
ら
。
…
…
。｣(

『
進
修
第
46

号
』｢

旅

行｣

５
甲
中
島
信
郎
・
中
42

回
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
食
糧
の
米
を
持
参
し
て
の
旅

と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
1943

年
以
降
は
、
学
徒

の
勤
労
動
員
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
授
業
も
満
足
に
で
き
な
く
な
り
、

修
学
旅
行
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


